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古
都
・
事
・
言   

３
つ
の
「
こ
と
」
を
伝
え
ま
す　

農人たちの畑での作業の様子、THE農業！の現場の「こと」を発信

雪で冬を感じながら、来春に向け準備中

一
二
月
の
時
期
に
雪
が
積
も
った
の
は

何
年
か
ぶ
り
、、、
美
し
い
景
色
に
も

な
り
ま
す
が
、
間
も
無
く
収
穫
を
迎

え
る
畑
が
ダ
メ
に
な
って
し
ま
う
こ
と

も
。
こ
れ
だ
け
雪
が
積
も
る
と
は
思
っ

て
お
ら
ず
悔
し
い
思
い
も
あ
り
ま
す
。

今年は、ラニーニャ現象の影響もあり、12 月には美山でも積雪がありま
した。ちなみに昨冬は 2月に薄っすら積もっただけでした。寒さからね
ぎたちを守るため、少し大きくなったねぎにはビニールの被覆をします。
また、来春以降の 5月にお届けするねぎはこの寒い時期に定植します。
苗がしっかりしていても、この
冬の寒さでダメになることがあ
るので、定植後はすぐにパオパ

今月の

ことねぎ
想いと甘みがのった冬葱のお届け

今月、みなさまにお届けする九条ねぎが京都でどのように育ったものなのか、物語（事）を

少しでも知っていただき、より美味しく召し上がっていただければと思います。

9 月下旬から 10 月にかけて定植したねぎです。

この時期の苗は、 今年の過酷な環境下で育ったため、 決

して満足のできるものではありませんでした。 いつもより少

し弱々しい苗が、 植えた後に枯れないように農人たちは精一杯世話をして、 大事に育

ててきました。 苗もそれに応えてくれ、 収獲する頃にはあんも入ってズッシリ重みのあ

るねぎに成長してくれました。 冬のねぎは、 美味しさが増す一方、 葉割れを起こしや

すいため、 より丁寧に収獲して、 皆さまのもとへお届けしています。

●
今
年
の
日
本
一
シ
リ
ー
ズ
は
﹁
品
質
﹂
で
す

日
本
一
シ
リ
ー
ズ
と
は
、
毎
年
こ
と
グ
ル
ー
プ
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
﹁
今
年
は
こ
の

テ
ー
マ
で
日
本
一
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
も
う
！
﹂
と
決
め
て
い
る
目
標
。

﹁
品
質
﹂
に
も
商
品
と
サ
ー
ビ
ズ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
﹁
品
質
﹂
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
両
面
の
向
上
の
た
め
、
新
た
に
掲
げ
ま
し
た
﹁
こ
と
京
都
人
宣
言
﹂
を
実
行
し

て
い
き
、
関
わ
る
皆
さ
ま
と
一
緒
に
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

一
、
相
手
が
誰
で
あ
れ
、
温
か
み
の
あ
る
笑
顔
で
接
し
ま
す

二
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
異
な
る
考
え
方
を
排
除
し
ま
せ
ん

三
、
挑
戦
し
続
け
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
楽
し
み
な
が
ら
成
長
し
ま
す

四
、
問
題
は
自
分
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
、
他
人
を
責
め
ま
せ
ん

五
、
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は
拾
い
、
困
っ
て
い
る
仲
間
が
い
た
ら
助
け
ま
す

六
、
全
て
の
物
事
へ
の
感
謝
の
心
を
、
い
つ
も
忘
れ
ま
せ
ん

七
、
品
格
あ
る
農
業
者
と
な
り
、
日
本
の
農
業
新
時
代
を
開
き
ま
す

﹁
こ
と
京
都
人
﹂
宣
言

こ
と
グ
ル
ー
プ
を
創
る
、
私
た
ち
の
﹁
ら
し
さ
﹂

オ（不織布）で覆い
寒さから苗を守り、
冬が越せるようにし
てケアしています。『苗半作、八
分作』とういう言葉があるよう
に、作物栽培において苗の状態
がその年の作物の出来を決める
といっても過言ではありません。

こ
の
日
は
、
先
輩
農
人
が

定
植
機
の
使
い
方
を
指
導

し
て
い
ま
し
た
。
若
手
農

人
、
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

面積が広いので、みんなで手際良く ！！

1 2 月中旬の美山の積雪。現地の農人もび っ く り ！

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年


